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【
予
算
特
別
委
員
会
】

新
生
美
術
館
が平成

31
年
度
に
開
館

Q

新
年
度
に
取
り
組
む
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
に
つ
い

て
？

A
（
総
合
政
策
部
長
）
新
生
美
術
館
は
年
間
30
万
人
程

度
の
来
館
者
を
目
標
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
現
在
の

交
通
機
関
に
関
す
る
利
用
者
の
意
識
調
査
や
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
バ
ス
路

線
や
駐
車
場
、
案
内
表
示

の
改
善
等
、
来
館
者
の
満

足
度
の
向
上
に
向
け
た
方

策
を
検
討
し
、
美
術
館
整

備
の
設
計
に
反
映
し
て
い

く
。

Q

新
生
美
術
館
の
玄
関

口
と
な
る
Ｊ
Ｒ
瀬
田
駅
の

整
備
の
考
え
は
？

A
（
総
合
政
策
部
長
）

シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
ア
ー
ト

作
品
の
設
置
を
は
じ
め
駅

お
よ
び
駅
周
辺
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
早
急
に
大
津

市
や
鉄
道
・
バ
ス
等
の
公

共
交
通
機
関
と
検
討
の
場

を
持
っ
て
い
き
た
い
。

大
津
市
東
南
部
の

警
察
署
新
設
を
強
く
求
め
る

Q

時
代
に
応
じ
て
警
察
署
や
交
番
・
駐
在
所
の
配
置
を

見
直
す
こ
と
は
警
察
力
を
強
化
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ

る
。
具
体
的
な
再
編
整
備
計
画
を
示
す
べ
き
で
は
？ 

A
（
警
察
本
部
）
人
口
増
加
の
著
し
い
地
域
の
警
察
署

等
の
新
設
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
、
大
規
模

警
察
署
の
分
割
等
の
検
討
を
行
い
、
し
か
る
べ
き
時
期
に

計
画
を
出
し
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
警
察
官
が
不
足
し

て
い
る
現
状
で
は
、
直
ち
に
警
察
署
の
新
設
を
行
う
こ
と

は
難
し
い
。	

　
　

将
来
的
な
施
設
整
備
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
？

A
（
知
事
）
県
立
体
育
館
を
含
む
社
会
体
育
施
設
に
つ

い
て
は
調
査
研
究
の
結
果
を
受
け
て
、
今
後
、
各
施
設
の

運
営
や
維
持
管
理
の
方
針
を
検
討
す
る
。
び
わ
こ
文
化
公

園
都
市
へ
の
県
立
社
会
体
育
施
設
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
立
地
可
能
性
を
調
査
し
、
総
合
的
に
検
討
し
、
判
断
し

て
い
く
。

Q

び
わ
こ
文
化
公
園
都
市
全
体
の
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
？

A
（
知
事
）
現
在
の
び
わ
こ
文
化
公
園
都
市
に
つ
い
て
は
、

国
道
や
京
滋
バ
イ
パ
ス
と
の
平
面
交
差
部
分
の
渋
滞
、
路

線
バ
ス
の
ル
ー
ト
の
問
題
、
駐
車
場
の
不
足
等
の
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
新
年
度
、
新
生
美
術
館
の
開
館

時
期
も
見
据
え
て
、
先
行
し
て
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
の
検

討
を
行
い
、
そ
の
上
で
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
利
用
し
、

交
流
す
る
地
域
と
す
る
た
め
Ｊ
Ｒ
瀬
田
駅
、
南
草
津
駅
か

ら
の
利
便
性
を
高
め
る
地
域
全
体
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向

上
策
に
つ
い
て
中
長
期
的
に
考
え
て
い
く
。

　

２
月
県
議
会
は
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
案
な
ど
70
議
案

を
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
全
て
の
人
が
輝
く
滋
賀
県
政

の
実
現
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
平
成
27
年
２
月
県
議
会
◆

【
一
般
質
問
】

び
わ
こ
文
化
公
園
都
市
で
の

県
立
体
育
館
の
整
備
を
求
め
る

Q

ど
の
よ
う
な
観
点
で
び
わ
こ
文
化
公
園
都
市
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
拠
点
整
備
の
検
討
を
進
め
る

の
か
？

A
（
知
事
）
国
体
主
会
場
の
選
定
の
議
論
で
も
高
く
評
価

さ
れ
た
、
び
わ
こ
文
化
公
園
都
市
の
「
地
の
利
」
を
活
か

し
て
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
や
県
民
の
健
康
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
地
域
に
な
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

解
　説

　

県
は
、
こ
れ
ま
で
、
び
わ
こ
文
化
公
園
都
市
を

都
市
の
中
核
施
設
が
集
積
し
、
人
口
も
急
増
し
て

い
る
地
域
と
し
て
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面
電

車
）
等
の
都
市
型
の
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導

入
の
検
討
を
行
う
エ
リ
ア
と
位
置
づ
け
、
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
生
美
術
館
の
開
館
が
平
成
31
年
度
、

国
体
が
平
成
36
年
度
に
予
定
さ
れ
る
中
、
具
体
的

な
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
短
期
的
な
対
応
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ

等
に
固
執
せ
ず
に
ア
ク
セ
ス
道
路
や
域
内
道
路
の

整
備
な
ど
周
辺
地
域
を
含
む
新
た
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
検
討
に
力
点
を
移
す
べ
き
だ
と
求
め
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
知
事
は
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て

将
来
に
夢
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
」
と
今
後
も
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
実
現
を
目
指

す
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
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プロフィール
昭和48年３月生まれ　42歳
平成８年３月　同志社大学法学部法律学科卒
平成８年４月　�NHK（日本放送協会）に記者として入局
平成16年１月～平成23年４月
　　　　　　　大津市議会議員（二期）
平成22年５月～平成23年１月
　　　　　　　大津市議会第79代副議長
平成23年４月～滋賀県議会議員

さとう健司 事務所を開設しました。

Q



「命」に関わる政策にこだわり続けます。地域医療の充実を図るとともに、
保健・医療・介護の連携をさらに進め、一人暮らしの高齢者や要介護認
定者を地域で見守る仕組みをつくります。健康寿命の延伸を目指して、予
防重視に大胆に転換するとともに、
条例に基づくがん対策や歯科口腔保
健の充実を図ります。
●認知症の早期発見に向けた体制整備
●医療、看護、介護人材の育成、確保
●がん患者の就労支援
●小児保健医療センターの充実

医療・介護の充実、
健康づくりを進めます。

国の地方創生の動きにあわせた地域経済の活性化に取り組みます。
水環境ビジネスをはじめ県内企業の海外展開への支援を働きかけるととも
に、廃業率が開業率を大きく上回っている現状を受けて、創業や企業承
継への支援の充実を目指します。また、農林水産業の担い手づくりを進め
ます。
●若年者や女性、高齢者の就業支援の充実
●県内企業の海外展開支援のワンストップサービス化

地域経済の活性化

●新県立体育館のびわこ文化公園への誘致
●近江国庁を中心とした史跡の活用
●大津市東部における警察拠点の検討

平成36年に開催される国体を見据えて、健康づくりと街のにぎわいの拠点
としてスポーツ施設の再整備を進めます。歴史文化資源を活用したまちづ
くりや警察力の向上など治安対策、防犯対策の強化に取り組みます。
また、再生可能エネルギー導入や大量
繁茂する水草対策などを拡充し、未来
に受け継ぐ環境を守ります。

暮らしの価値向上で
県民満足度向上を高めます。

●放課後学習や土曜日授業の環境整備
●幼少期の学ぶ力に着目した保幼小連携
●学校図書館の充実と学校司書の完全配置
●スクールカウンセラー・ソーシャルワーカーの増員

教育再生、学力向上を
目指します。

●自主防災組織や消防団への支援の拡充
●災害情報の伝達や避難誘導体制の強化

土石流や地滑りなどから命を守るため大津市で47パーセントに留まっている
土砂災害警戒区域の指定を急ぎます。また、近年の台風などで大きな被
害が出た大戸川をはじめとする河川の整備に取り組みます。新たに整備さ
れる危機管理センターを中心に地震などの自然災害や原子力災害への備
えを進めます。

暮らし安心、
災害に強いまちをつくります。

仕事と子育ての両立が出来る社会を目指すとともに、就学前教育の質の向
上を目指した取り組みを進めます。
放課後児童クラブの環境整備を進めるとともに市町と連携してサービスを拡
充します。「小1の壁」と言われる就学前からの接続をスムーズに進めること
で働きながら子育てする家庭を応援します。
●保育人材の育成、確保
●児童虐待防止対策の強化
●高校の修学支援の充実
●3人以上の子供を持つ世帯に対する負担軽減策の検討

子育てを応援します。
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実行力！ 皆さんのお声を形に――

貫くのは現場主義

議員提案でがん対策推進条例を制定。提案者として内容
の取りまとめにあたり、がん対策の充実を図りました。

がん対策の推進

議員提案で歯科・口腔の健康づくり推進条例を制定。提
案者として学校における歯科疾患の予防や医科歯科連
携を推進しました。

歯科・口腔の健康づくりの充実

児童虐待防止体制の強化を提案し、平成28年度
大津市に新たな子ども家庭相談センターが開設されます。

子ども家庭相談センターの増設

小児保健医療センターの再整備を提案し、平成27
年度に基本計画が策定されます。

小児保健医療センターの充実

近江大橋の無料開放後の維持管理に10億円の基
金を創設するとともに大津市と連携して周辺道路
の整備を進めます。

近江大橋無料開放後の対応

休止されていた近江国庁の整備に向けた事業の再
開を提案。平成27年度からは大津市瀬田地域で
地域の担い手を育成するモデル事業が始まります。

文化財の活用 議員報酬の削減で4年間に約3億7000万円を捻
出。議員定数検討委員会の委員として議員定数を3
人削減しました。

身を切る改革

子ども安全リーダーへの支援制度を創設するとと
もに、防犯カメラの設置を進めました。

防犯活動の推進

全国でも下位に低迷する全国学力・学習状況調査の結果を踏まえて、教
育現場、家庭や地域と連携して教育再生に取り組みます。
学力だけでなく、生きる力を育む「心の教
育」を充実するとともに、家庭を支援する
体制を構築します。また、児童・生徒数
が急増している特別支援学校の整備を目
指します。

未
来
へ
の
6
つ
の
視
点

未
来
へ
の
6
つ
の
視
点

滋賀県議会議員

さとう健司
◎文教警察常任委員会
◎体育振興・健康づくり
　対策特別委員会委員長

皆様のご意見をぜひお聞かせください
sato@satoken.net 


